
工学部「保護者のつどい」

就職・進学状況および取り組み

進級要件および成績向上の取り組み

JABEE認定について

令和３年４月
工学部 「保護者のつどい」



工学部の就職・進学状況

平成29年度(2017年度)卒業生 平成30年度(2018年度)卒業生

就職希望者のうち、
就職を希望して

就職した者 99%

就職希望者のうち、
就職を希望して

就職した者 98%



工学部の就職・進学状況

令和元年度(2019年度)卒業生 令和２年度(2020年度)卒業生

就職希望者のうち、
就職を希望して

就職した者 97%

就職希望者のうち、
就職を希望して

就職した者 99%







工学部の就職に対する取り組み

就職担当教員＋指導教員による
就職先の斡旋および就職対策

＋

鹿児島大学キャリア支援センター

• 「キャリアデザイン」 1・2年次
• 進路ガイダンス 1・2年次
• 学内業界研究・職種研究セミナー 1～4年次
• 就職ガイダンス 3年次
• 各種就職支援講座 3・4年次
（業界研究、模擬面接、集団討論対策など）

• 学内合同企業説明会・セミナー 3年次
• 公務員・教員採用試験説明会 4年次 など



就職に向けて必要なこと

◆将来計画を早めに立てる。遅くとも３年進学時までに。

国際コミュニケーション英語能力テスト

※ TOEIC （ Test Of English for International Communication ）

◆ より高いTOEIC※の点数を獲得する。
（大手企業では600点がボーダー）

◆ 目標の業種に関する必要な専門知識や技術を身につける。

◆目標の業種に関係する資格があれば取得を目指す。



（１）



（２）



JABEE認定
日本技術者教育認定制度
（JABEE: Japan Accreditation Board for Engineering Education ）

JABEE認定修了者のメリット

•技術士補に相当する修習技術者の
資格付与

•技術士など、各種資格試験を
受験するまでの期間短縮

•海外の大学での取得単位の互換が
可能

•海外の資格試験の受験が可能

技術士



JABEE認定
先進工学科
機械工学プログラム

平成16年度からJABEEに認定
（H16年度機械工学科→R2年度機械工学プログラム）

電気電子工学プログラム

平成17年度からJABEEに認定
（H17年度電気電子工学科→R2年電気電子工学プログラム）

海洋土木工学プログラム

平成16年度からJABEEに認定
（H16年度海洋土木工学科→R2年度海洋土木工学プログラム）

化学生命工学プログラム
平成18年度からJABEEに認定
（H18年度応用化学工学科応用化学コース→H21年度化学生命工学科→R2年度化学生命工学プログラム）

建築学科
建築学プログラム

平成18年度からJABEEに認定
（H16年度建築学科→R2年度建築学プログラム）



高校と大学の違い

■授業を比較的自由に選択できる

■授業数は10コマ／週（2コマ／日）

■ １コマ（90分）の授業に対し、一般的に予習2時間、
復習2時間の自主的な取り組みが求められる

■単位制で、成績はＧＰＡで評価される



GPA (Grade Point Average)
グレード ポイント アベレージ

GP 
(Grade Point)

90～100       A 4
80～89 B 3
70～79 C 2
60～69 D   1

各学期ごとのGPA

学部長賞 3.50以上 成績優秀賞 3.25以上

卒業時の累積GPA

学部長賞 3.25以上 成績優秀賞 3.00以上

進級要件 ： 進級時の累積GPA 1.5以上

GPA = 
総履修単位数

S (GP×取得単位数)



進級要件

２年生から３年生 ： １年生の必修科目

３年生から４年生 ： ２年生の必修科目

進級時の累積GPA 1.5以上

上記に加え、各学科ごとに進級要件が異なるため、
詳しい内容は、履修要項・学修案内を参照のこと



留年の主要な原因

授業に出席しない
（アルバイト、クラブ・サークルに熱中する）

英語、数学、物理が理解できない

コミニュケーションがとれない
（引きこもる）



工学部の取り組み

・各学期ごとに、成績表を保護者に送付

・数学・物理の学習サポート（対象：１・２年生）
物理、数学の苦手な学生に対し、大学院生や学部の先輩が
学習サポータとなり、個別の質問に応じる

・各学期ごとに指導教員との面接を実施

・成績不調学生者への面談および指導

・アドバイザー（指導教員）による担当学生への指導・
助言の実施（「アドバイザー制」）

・アドバイザーの指導の下、学生相談員（大学院生）が
担当学生の修学・履修・学生生活に関する相談を受ける
「学生相談員制」を実施



相談の窓口

学生何でも相談室
電話：０９９－２８５－７３１１

同上（工学部）学生・就職委員（塩屋先生）
電話：０９９－２８５－８２９９

共通教育工学部担当
電話：０９９－２８５－８８３０

専門教育工学部担当
電話：０９９－２８５－３２６９


